
 

 

 

 

令和 4年 5月 

「首都直下地震等による東京の被害想定」が公表されました。 

「多摩東部直下地震」では西東京市の被害想定が大きくなりました。 

 

 

 

なぜ初期消火訓練が必要なの？ 

大地震のときに火災が発生すると消防隊が到着できないことがあります。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平常時 

消防隊が消火 

大地震のとき 

 

火災が拡大すると自分

たちで消火できなくな

るので、拡大する前に

消火することが大切で

す！  

今後３０年以内に７０％の確率で発生します。 

地震に備え初期消火訓練をしましょう! 

自分たちのまちを自分たちで守るため 

初期消火訓練をしましょう! 

多発する火災により 

消防隊が対応しきれない 

火災がさらに拡大！! 

 

火災発生 

 

火災が拡大 

 

火災発生 

 

火災が拡大 

 

 

 

初期消火率向上と感震ブレーカーの設置率向上で地震火災による被害を 9割まで減少できるとされ

ています。 

電気が要因の出火低減策【８．３％】 
（感震ブレーカーの設置率） 

初期消火率【３６．６％】 

電気が要因の出火低減策【２５％】 

初期消火率【６０％】 

電気が要因の出火低減策【５０％】 

初期消火率【９０％】 

現
況 

対
策
① 

対
策
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ステップ１ 

消火器を使えるようになる。 

 
 

 

 

 

ステップ２ 

スタンドパイプを使えるようになる。 

 

 

 

 

 

 

 

ステップアップ 

 

ステップ３ 

自分たちの暮らすまちかどで消火訓練を行い、防災力

を高めましょう 

 
 

 

 

 

さらにステップアップ 

 

問い合せ先 

西東京消防署 警防課 防災安全係 

電話 ０４２－４２１－０１１９（代表） 

スタンドパイプの使い方を訓練できる 

【まちかど防災訓練車】 

を利用してください。 

 

訓練の様子 

 


